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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第26期

第２四半期連結
累計期間

第27期
第２四半期連結

累計期間
第26期

会計期間
自2020年４月１日
至2020年９月30日

自2021年４月１日
至2021年９月30日

自2020年４月１日
至2021年３月31日

売上高 （千円） 920,902 1,388,171 2,356,884

経常利益 （千円） 154,710 214,410 425,240

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 98,264 117,871 222,562

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 145,265 121,015 269,293

純資産額 （千円） 1,626,393 1,599,805 1,813,140

総資産額 （千円） 2,119,242 3,070,606 3,237,968

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 24.83 29.68 56.14

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 24.11 27.74 53.39

自己資本比率 （％） 75.3 49.3 53.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 160,651 187,867 415,786

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △67,572 △207,585 △478,118

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △89,021 △280,379 349,551

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 987,280 970,345 1,270,442

 

回次
第26期

第２四半期連結
会計期間

第27期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自2020年７月１日
至2020年９月30日

自2021年７月１日
至2021年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 8.77 15.63

 

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．当社は、株式付与ＥＳＯＰ信託を導入しており、当該信託が所有する当社株式を自己株式として処理してお

ります。そのため、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額の算定に用いられた普通株式の期末株式数及び期中平均株式数は、当該信託が所有する当社株式を

自己株式数に含めて算定しております。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。
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２【事業の内容】

　　　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、

主要な関係会社における異動もありません。

　　　第１四半期連結会計期間より、往来、「アプリケーション事業」としていた報告セグメントの名称を「エンタープ

ライズ・ソフトウェア事業」に、「コンサルティング事業」としていた報告セグメントの名称を「デジタル・マーケ

ティング運用支援事業」に変更しております。当該変更は名称変更のみであり、セグメント情報に与える影響はあり

ません。

　　　また、第１四半期連結会計期間より、「オーダーメイド開発事業」についての重要性が低下したため、「その他」

に含めて記載する方法に変更しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）財政状態及び経営成績の状況

（経営成績）

　当第２四半期連結累計期間（2021年４月１日～2021年９月30日）における我が国の経済状況は、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により依然として厳しい状況が続いていますが、ワクチン接種の普及とともに新規感染者数が減

少傾向となり企業活動に持ち直しの動きが出始めており、デジタル需要は底堅く推移しました。

　当社は2021年６月25日開催の第26回定時株主総会において承認を得て、2021年７月１日より社名を「株式会社

WOW WORLD」に変更いたしました。「人と技術の力で、驚きがあふれるセカイを」のスローガンのもと、期待を超

える“何か”と出会った驚きの瞬間「WOW」があふれる世界をつくるべく、企業とその顧客の間にうれしい驚きの

瞬間をつくり続けます。

　当社は上記の新たな経営理念のもと、当期は「カスタマーサクセスの本格稼働」「グループシナジーの創出」

「M&Aの推進による更なる成長」を戦略の柱に掲げて邁進しております。

　このような状況の下、当社グループの当第２四半期連結累計期間における事業状況は以下のとおりです。

 

当第２四半期連結累計期間は、以下の施策に重点的に取り組んでおります。

 

①　通期売上高として12期連続増収・過去最高を更新

　当第２四半期連結累計期間は、売上高が1,388百万円（前年同四半期比50.7％増）となり12期連続で増収いた

しました。2020年10月よりグループに参画した株式会社コネクティの売上高が寄与したこと、従来からの主力事

業であるエンタープライズ・ソフトウェア事業のクラウドサービス※１が増加したことが主因です。

 

②　EBITDAが対前年同期比62.1％増・過去最高益を更新

　当第２四半期連結累計期間はEBITDAが317百万円（前年同四半期比62.1％増）となり過去最高益を更新いたし

ました。上記の売上高増加要因に加えて、前年度において大型案件対応により発生した外注費が今年度は平常化

し減少したことや大型製品開発へのリソース集中によりソフトウェア資産計上額が増えたことなどが要因で増益

となりました。

　一方で新卒採用を中心とした人員増強や昇給などにより人件費及び教育費が増加したこと、次年度に移行予定

の国際会計基準への準備及びカスタマーサクセス本格稼働のためのコンサルティングフィーが発生したこと（前

同四半期は未発生）、社名変更に伴うWebサイトの改修コストが発生したことなどにより、増益幅は圧縮されま

したが、それらを上記のとおりの増益要因が十分に吸収して過去最高益を計上いたしました。
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③　クラウドサービスが前年同四半期比33.8％増と大幅に伸長

　クラウドサービスはいわゆるサブスクリプションモデルで安定的な成長が見込まれる収益基盤であり、当社が

長年強化をしてきたサービスです。

　当第２四半期連結累計期間では、新規問合せ件数がコロナ禍のデジタル需要で増加した水準を維持でき、新規

受注を伸ばしたことで月額売上を着実に積み上げることができました。

(単位：千円)

 
2020年３月期

第２四半期連結累計期間

2021年３月期

第２四半期連結累計期間

2022年３月期

第２四半期連結累計期間

（コネクティ影響抜き）

2022年３月期

第２四半期連結累計期間

（コネクティ影響込み）

クラウドサービス売上高 535,456 574,065 657,133 768,263

前期比増減額 ＋84,886 ＋38,609 +83,067 +194,197

前期比増減率 ＋18.8％ ＋7.2％ 14.5％ 33.8％

 

これらの取り組みの結果、当第２四半期連結累計期間においては、売上高1,388,171千円(前年同四半期比50.7％

増)、EBITDA317,383千円（前年同四半期比62.1％増）、営業利益216,431千円(前年同四半期比40.6％増)、経常利

益214,410千円(前年同四半期比38.6％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益117,871千円(前年同四半期比

20.0％増)となりました。

 

（セグメントごとの経営成績）

①エンタープライズ・ソフトウェア事業（旧アプリケーション事業）

当第２四半期連結累計期間においては、クラウドサービスにおいて前年同四半期にはまだグループ参加してい

なかった株式会社コネクティの売上高が寄与したこと、主力製品であるメールコミュニケーションシステム

「WEBCAS e-mail」において第１四半期における大型案件の投資抑制の影響が当第２四半期には解消傾向にあり

計画通り推移したことにより、前年同四半期比33.8％増と大幅に伸長いたしました。

さらに、オンプレミスでは大型案件が一部前倒し計上された事が寄与し前年同四半期比で27.3%と伸長しまし

た。

これらの結果、当事業全体の売上高は944,757千円（前年同四半期比32.6％増）、売上高総利益率68.1％（前

年同四半期比で変動なし）となりました。

 

②デジタル・マーケティング運用支援事業（旧コンサルティング事業）

当第２四半期連結累計期間においては、上記同様に株式会社コネクティの売上高が寄与したことが主因となり

大幅に増収となりました。また、株式会社FUCAは主要顧客であるアパレル、コスメ系の業績不振の影響を受け売

上高は前年同四半期を上回ったものの、計画未達となりました。

これらの結果、当事業全体の売上高は380,743千円（前年同四半期比233.7％増）、売上高総利益率24.8％（前

年同四半期比2.3ポイント増）となりました。
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③EC事業

当事業は100％子会社「株式会社ままちゅ」が運営する自社ECサイト「べびちゅ」（https://babychu.jp/）が

セグメント対象となります。

当第２四半期連結累計期間においては、長期化する緊急事態宣言の影響で同ECサイトのターゲットである「お

出掛け需要」が低減したため減収となりました。

これらの結果、EC事業の売上高は61,124千円（前年同四半期比33.4％減）、売上高総利益率は41.8％（前年同

四半期比0.2ポイント増）となりました。

 

セグメント別売上高及び売上高総利益率

 

2021年３月期

第２四半期連結累計期間

2022年３月期

第２四半期連結累計期間

金額
構成比

金額 構成比

利益率 利益率 売上前期比

エンタープライズ・

ソフトウェア事業

売上高（千円） 712,708 77.4％ 944,757 68.1％

売上高総利益率 68.1％ － 68.1％ ＋32.6％

デジタル・マーケティング

運用支援事業

売上高（千円） 114,113 12.4％ 380,743 27.4％

売上高総利益率 22.5％ － 24.8％ ＋233.7％

EC事業
売上高（千円） 91,753 10.0％ 61,124 4.4％

売上高総利益率 41.6％ － 41.8％ ▲33.4％

その他
売上高（千円） 2,326 0.3％ 1,545 0.1％

売上高総利益率 47.3％ － 80.4％ ▲33.6％

合計
売上高（千円） 920,902 100.0％ 1,388,171 100.0％

売上高総利益率 59.8％ － 55.1％ ＋50.7％

 

※１　クラウドサービス（ASP・SaaS）

　ソフトウェア提供者（この場合、当社グループ）が管理するサーバー上で稼動しているソフトウェアを、ユー

ザー企業がインターネット経由でサービスとして利用する形態。ユーザー企業は、サーバー・ソフトウェアの管理

やライセンス費用の負担なく、毎月の使用料を支払うことで、比較的安価な利用が可能となります。
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（財政状態）

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて167,361千円減少し、3,070,606千円(前連

結会計年度末比5.2％減)となりました。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金が300,266千円減少したことにより313,440千円減少いたし

ました。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ有形固定資産が53,974千円増加し、無形固定資産が65,904千円増加し、投

資その他の資産が26,200千円増加したことにより146,078千円増加いたしました。

　当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて45,973千円増加し、1,470,801千円(前連

結会計年度末比3.2％増)となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ、その他が114,343千円減少した一方で、契約負債が223,838千円増加した

ことにより24,005千円増加いたしました。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ、長期借入金が69,642千円減少した一方で、長期契約負債が94,888千円増

加したことにより21,967千円増加いたしました。

　当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ213,335千円減少し、1,599,805千円(前

連結会計年度末比11.8％減)となりました。これは、資本剰余金が111,940千円減少し、また、第１四半期連結会計

期間の期首より「収益認識に関する会計基準」等を適用したことにより、利益剰余金の当期首残高が163,660千

円、非支配株主持分の当期首残高が8,729千円それぞれ減少した事によるものです。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物残高（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末

に比べて300,096千円減少し、970,345千円(前連結会計年度末比23.6％減)となりました。各キャッシュ・フローの

状況とそれらの主な発生要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は、187,867千円(前年同四半期連結累計期間に

営業活動の結果得られた資金160,651千円)となりました。主な資金増加要因は、税金等調整前四半期純利益

211,393千円によるものであり、主な資金減少要因は、法人税等の支払額64,456千円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果支払われた資金は、207,585千円(前年同四半期連結累計期間

に投資活動の結果支払われた資金67,572千円)となりました。主な資金減少要因は、無形固定資産の取得による支

出127,710千円、有形固定資産の取得による支出79,875千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果支払われた資金は、280,379千円(前年同四半期連結累計期間

に財務活動の結果支払われた資金89,021千円)となりました。主な資金減少要因は、配当金の支払額100,903千円、

自己株式取得による支出100,030千円によるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、5,484千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,504,000

計 18,504,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2021年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,119,684 4,065,884
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 4,119,684 4,065,884 － －

（注）2021年10月15日開催の取締役会決議により、2021年10月29日付で自己株式の消却を実施しております。

これにより発行済株式総数は53,800株減少し、提出日現在4,065,884株となっております。

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2021年９月17日 △292,716 4,119,684 － 322,420 － 697

（注）１．自己株式の消却による減少であります。

２．2021年10月15日開催の取締役会決議により、2021年10月29日付で自己株式の消却を実施しております。これに

より発行済株式総数は53,800株減少し、提出日現在4,065,884株となっております。
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（５）【大株主の状況】

  2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

ＪＰＭＢＬ　ＲＥ　ＮＯＭＵＲＡ　

ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ　ＰＬ

Ｃ　１　ＣＯＬＬ　ＥＱＵＩＴＹ

（常任代理人　株式会社三菱ＵＦＪ

銀行）

１　ＡＮＧＥＬ　ＬＡＮＥ　ＬＯＮＤＯ

Ｎ　－　ＮＯＲＴＨ　ＯＦ　ＴＨＥ　ＴＨ

ＡＭＥＳ　ＵＮＩＴＥＤ　ＫＩＮＧＤＯ

Ｍ　ＥＣ４Ｒ　３ＡＢ（東京都千代田区丸

の内２丁目７－１）

294,350 7.25

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口)
東京都港区浜松町２丁目１１番３号 268,300 6.61

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海１丁目８－１２ 253,900 6.25

ＱＵＩＮＴＥＴ　ＰＲＩＶＡＴＥ　

ＢＡＮＫ　（ＥＵＲＯＰＥ）　Ｓ．

Ａ．　１０７７０４（常任代理人　

株式会社みずほ銀行）

４３　ＢＯＵＬＥＶＡＲＤ　ＲＯＹＡＬ　

Ｌ－２９５５　ＬＵＸＥＭＢＯＵＲＧ（東

京都港区港南２丁目１５－１　品川イン

ターシティＡ棟）

236,600 5.83

槙野　修成 石川県金沢市 141,500 3.48

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・７

５９６０口）

東京都港区浜松町２丁目１１番３号 135,626 3.34

美濃　和男 東京都目黒区 93,839 2.31

西田　徹 東京都世田谷区 92,500 2.27

ＮＯＭＵＲＡ　ＰＢ　ＮＯＭＩＮＥ

ＥＳ　ＬＩＭＩＴＥＤ　ＯＭＮＩＢ

ＵＳ－ＭＡＲＧＩＮ　（ＣＡＳＨＰ

Ｂ）（常任代理人　野村證券株式会

社）

１　ＡＮＧＥＬ　ＬＡＮＥ，　ＬＯＮＤＯ

Ｎ，　ＥＣ４Ｒ　３ＡＢ，　ＵＮＩＴＥ

Ｄ　ＫＩＮＧＤＯＭ（東京都中央区日本橋

１丁目１３－１）

76,300 1.88

日本証券金融株式会社
東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－１０

号
70,000 1.72

計 － 1,662,915 40.94
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（注）１. 上記のほか、自己株式が53,800株あります。

　　　２. 日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75960口）が所有する当社株式135,626株

は自己株式には加算しておりません。

　　　３．当事業年度末現在における株式会社日本カストディ銀行（信託口）、日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）の信託業務の株式数については、当社として把握することができないため記載しておりません。

４．2020年11月9日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、アセットマネジメント

One株式会社が2020年10月30日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当第

２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めており

ません。

　なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

アセットマネジメントOne

株式会社
303,200 6.87

計 303,200 6.87

５．2020年８月18日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、サマラン ユーシッツ

が2020年８月11日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当第２四半期会計

期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

　なお、その大量保有報告書の変更報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

サマラン ユーシッツ 279,900 6.34

計 279,900 6.34

６．2021年10月6日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、ノムラ インターナショ

ナル ピーエルシー(ＮＯＭＵＲＡ ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ ＰＬＣ)及びその共同保有者である野村ア

セットマネジメント株式会社が2021年９月30日現在でそれぞれ以下の株式を所有している旨が記載されている

ものの、当社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株

主の状況には含めておりません。

　なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

ノムラ インターナショナ

ル ピーエルシー

(ＮＯＭＵＲＡ ＩＮＴＥＲ

ＮＡＴＩＯＮＡＬ ＰＬＣ)

306,100 7.43

野村アセットマネジメント

株式会社
92,000 2.23

計 398,100 9.66

 

 

EDINET提出書類

株式会社ＷＯＷ　ＷＯＲＬＤ(E05513)

四半期報告書

10/26



７．2021年４月22日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、ＳＭＢＣ日興証券株式

会社及びその共同保有者である株式会社三井住友銀行、三井住友ＤＳアセットマネジメント株式会社が2021年

４月15日現在でそれぞれ以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当第２四半期会計

期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

　なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 86,500 1.96

株式会社　三井住友銀行 44,123 1.00

三井住友ＤＳアセットマネ

ジメント株式会社
84,900 1.92

計 215,523 4.88

 

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 53,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,058,000 40,580 －

単元未満株式 普通株式 7,884 －
一単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数  4,119,684 － －

総株主の議決権  － 40,580 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式付与ＥＳＯＰ信託が所有する当社株式135,600株（議決権の数

1,356個）が含まれており、単元未満株式（26株）については、単元未満株式の欄に含まれております。

 

②【自己株式等】

    2021年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ＷＯＷ　ＷＯ

ＲＬＤ

東京都品川区西五反田

七丁目20番９号
53,800 － 53,800 1.30

計 － 53,800 － 53,800 1.30

（注）上記には、株式付与ＥＳＯＰ信託が保有する当社株式135,600株は含まれておりません。

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,183,336 883,070

受取手形、売掛金及び契約資産 318,658 366,455

商品及び製品 12,094 13,141

仕掛品 86,907 1,332

貯蔵品 1,210 1,311

預け金 87,117 87,868

その他 54,242 76,946

流動資産合計 1,743,566 1,430,126

固定資産   

有形固定資産 128,317 182,291

無形固定資産   

のれん 520,350 492,963

ソフトウエア 281,484 360,215

その他 128,224 142,784

無形固定資産合計 930,058 995,962

投資その他の資産   

投資有価証券 272,196 264,190

繰延税金資産 91,453 126,330

その他 72,375 71,704

投資その他の資産合計 436,025 462,225

固定資産合計 1,494,401 1,640,480

資産合計 3,237,968 3,070,606

負債の部   

流動負債   

買掛金 40,220 32,293

１年内返済予定の長期借入金 159,167 149,364

未払法人税等 73,373 51,373

預り金 12,498 13,620

受注損失引当金 47,785 -

賞与引当金 59,048 59,951

契約負債 - 223,838

その他 245,984 131,643

流動負債合計 638,080 662,086

固定負債   

株式給付引当金 49,774 51,754

長期借入金 703,225 633,583

長期前受収益 5,322 -

長期契約負債 - 94,888

株主優待引当金 5,476 5,480

資産除去債務 22,949 23,007

固定負債合計 786,747 808,714

負債合計 1,424,827 1,470,801
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 322,420 322,420

資本剰余金 392,054 280,114

利益剰余金 1,269,342 1,122,548

自己株式 △307,139 △273,619

株主資本合計 1,676,678 1,451,463

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 66,612 61,977

その他の包括利益累計額合計 66,612 61,977

新株予約権 52,630 70,095

非支配株主持分 17,219 16,269

純資産合計 1,813,140 1,599,805

負債純資産合計 3,237,968 3,070,606
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 920,902 1,388,171

売上原価 370,541 623,510

売上総利益 550,360 764,660

販売費及び一般管理費 ※ 396,392 ※ 548,229

営業利益 153,967 216,431

営業外収益   

受取利息 143 5

持分法による投資利益 8 -

受取配当金 927 771

複合金融商品評価益 2,116 -

未払配当金除斥益 176 216

助成金収入 2,000 3,333

その他 2,274 183

営業外収益合計 7,646 4,511

営業外費用   

支払利息 - 3,550

支払手数料 6,858 1,533

持分法による投資損失 - 1,324

雑損失 45 123

営業外費用合計 6,903 6,532

経常利益 154,710 214,410

特別損失   

固定資産除却損 128 3,017

特別損失合計 128 3,017

税金等調整前四半期純利益 154,582 211,393

法人税、住民税及び事業税 53,132 42,491

法人税等調整額 2,776 43,250

法人税等合計 55,909 85,742

四半期純利益 98,672 125,650

非支配株主に帰属する四半期純利益 408 7,779

親会社株主に帰属する四半期純利益 98,264 117,871
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純利益 98,672 125,650

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 46,592 △4,635

その他の包括利益合計 46,592 △4,635

四半期包括利益 145,265 121,015

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 144,856 113,236

非支配株主に係る四半期包括利益 408 7,779
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 154,582 211,393

減価償却費 24,672 52,216

のれん償却額 2,160 27,386

株式報酬費用 15,017 21,348

賞与引当金の増減額（△は減少） 11,294 903

株主優待引当金の増減額（△は減少） 458 4

受取利息及び受取配当金 △1,070 △777

株式給付引当金の増減額（△は減少） 8,659 6,488

受注損失引当金の増減額（△は減少） - △47,785

助成金収入 △2,000 △3,333

支払利息 - 3,550

持分法による投資損益（△は益） △8 1,324

複合金融商品評価損益（△は益） △2,116 -

固定資産除却損 128 3,017

支払手数料 6,858 1,533

売上債権の増減額（△は増加） △2,329 △33,586

棚卸資産の増減額（△は増加） △54,981 65,411

仕入債務の増減額（△は減少） △19,954 △7,926

その他の流動資産の増減額（△は増加） △26,238 5,601

その他の固定資産の増減額（△は増加） △3,107 671

その他の流動負債の増減額（△は減少） 130,616 △38,850

その他の固定負債の増減額（△は減少） △16 △16,919

その他 45 58

小計 242,671 251,730

利息及び配当金の受取額 1,070 777

助成金の受取額 2,000 3,333

利息の支払額 - △3,517

法人税等の支払額 △85,090 △64,456

営業活動によるキャッシュ・フロー 160,651 187,867

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △18,777 △79,875

無形固定資産の取得による支出 △54,225 △127,710

投資有価証券の償還による収入 5,430 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △67,572 △207,585

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △66 △100,030

新株予約権の発行による収入 3,014 -

配当金の支払額 △91,969 △100,903

長期借入金の返済による支出 - △79,445

財務活動によるキャッシュ・フロー △89,021 △280,379

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,057 △300,096

現金及び現金同等物の期首残高 983,223 1,270,442

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 987,280 ※ 970,345
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、クラウドサービス契約の初期導入にかかる収益について、従来は、主として顧客のサービス利用開

始時点に収益を認識する方法によっておりましたが、履行義務の識別及び充足時点について検討した結果、一定の

期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。また履行義務の充足にかかる進捗度を合理的に見積もるこ

とができない工事契約については、従来は、工事完成基準を適用しておりましたが、原価回収基準により収益を認

識する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高が66,794千円増加し、売上原価は8,050千円増加し、営業利益、

経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ58,743千円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高

は163,660千円、非支配株主持分の当期首残高は8,729千円それぞれ減少しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

ととしました。また、「流動負債」に「その他」に含めて表示していた「前受収益」は第１四半期連結会計期間よ

り「契約負債」として表示しており、「固定負債」に表示していた「長期前受収益」は第１四半期連結会計期間よ

り「長期契約負債」として表示しております。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従っ

て、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

 

 

（時価の算定に関する会計基準の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これにより四半期連結財務諸表に与える

影響額はありません。

 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社グループは、従来、一部の有形固定資産の減価償却方法について定率法を採用しておりましたが、第１四半

期連結会計期間より、全ての有形固定資産の減価償却方法を定額法に変更しております。

　当社グループは、前年度における株式会社コネクティの子会社化によるCMSクラウドサービスの提供及び前年度

策定した中期経営計画に基づく各種施策を通じて、当社グループにおけるクラウドビジネスを中心としたサービス

提供型ビジネスの重要性が更に拡大してきたことに伴い、当社の有形固定資産の実態を見直しました。その結果、

当該資産は使用期間にわたり安定的に使用されること、また、新収益認識基準の適用に伴い、収益はより契約期間

にわたり平準的に獲得されることから、費用を当該資産の使用期間にわたり均等に負担する定額法に変更すること

が経済的実態をより適切に反映させる合理的な方法であると判断しました。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。
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(追加情報)

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

　当第２四半期連結会計期間における新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定及び会計上の見積りについて

は、前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した内容から重要な変更はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2020年４月１日
　　至 2020年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日

　　至 2021年９月30日）

給与手当 94,805千円 134,135千円

賞与引当金繰入額 23,386 21,053

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年９月30日）

現金及び預金勘定 900,359千円 883,070千円

預け金 86,921 87,275

現金及び現金同等物 987,280 970,345

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．配当金支払額

 
決議

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月22日

取締役会
普通株式 92,604 23 2020年３月31日 2020年６月８日 利益剰余金

（注）2020年５月22日取締役会決議による配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯ

Ｐ信託口）が保有する当社株式に対する配当金1,570千円が含まれております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．配当金支払額

 
決議

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月20日

取締役会
普通株式 101,003 25 2021年３月31日 2021年６月７日 利益剰余金

（注）2021年５月20日取締役会決議による配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯ

Ｐ信託口）が保有する当社株式に対する配当金1,697千円が含まれております。
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２．株主資本の金額の著しい変動

(1)自己株式の消却

　当社は、2021年７月30日開催の取締役会決議において、会社法第178条の規定に基づき自己株式の消却を行うこと

について決議し、2021年９月17日付で292,716株の自己株式の消却をいたしました。この結果、当第２四半期連結累

計期間において、資本剰余金及び自己株式がそれぞれ228,304千円減少しております。

 

(2)第三者割当による自己株式の処分

　当社は、2021年７月30日の取締役会決議において、株式付与ＥＳＯＰ信託の延長に伴い、第三者割当による自己株

式の処分を行うことを決議し、2021年９月２日付で日本マスタートラスト信託銀行株式会社が当社株式を取得しまし

た。信託に残存する当社株式は自己株式として計上しております。この結果、資本剰余金及び自己株式がそれぞれ

104,221千円増加しております。

 

(3)自己株式の取得

　当社は、当第２四半期連結累計期間において、2021年８月26日開催の取締役会決議に基づき、自己株式を53,800

株、99,858千円取得いたしました。

 

　上記を含む自己株式の消却及び取得、処分の結果、当第２四半期会計期間末において、資本剰余金は280,114千

円、自己株式は273,619千円となりました。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

その他 合計
 

エンタープラ
イズ・ソフト
ウェア事業

デジタル・
マーケティン
グ運用支援事

業

EC事業

売上高      

外部顧客への売上高 712,708 114,113 91,753 2,326 920,902

セグメント間の内部売上高又は振替
高

－ － － － －

計 712,708 114,113 91,753 2,326 920,902

セグメント利益又は損失（△） 317,187 7,016 △1,460 778 323,521

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 322,743

「その他」の区分の利益 778

全社費用（注） △169,553

四半期連結損益計算書の営業利益 153,967

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

 

 

EDINET提出書類

株式会社ＷＯＷ　ＷＯＲＬＤ(E05513)

四半期報告書

20/26



Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

その他 合計
 

エンタープラ
イズ・ソフト
ウェア事業

デジタル・
マーケティン
グ運用支援事

業

EC事業

売上高      

外部顧客への売上高 944,757 380,743 61,124 1,545 1,388,171

セグメント間の内部売上高又は振替
高

－ － － － －

計 944,757 380,743 61,124 1,545 1,388,171

セグメント利益又は損失（△） 427,115 △13,232 △11,629 1,027 403,280

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 402,254

「その他」の区分の利益 1,027

全社費用（注） △186,848

四半期連結損益計算書の営業利益 216,431

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間より、従来、「アプリケーション事業」としていた報告セグメントの名称を「エン

タープライズ・ソフトウェア事業」に、「コンサルティング事業」としていた報告セグメントの名称を「デジ

タル・マーケティング運用支援事業」に変更しております。当該変更は名称変更のみであり、セグメント情報

に与える影響はありません。

　また、第１四半期連結会計期間より、「オーダーメイド開発事業」について重要性が低下したため、「その

他」に含めて記載する方法に変更しております。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記

載しています。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　下記の表では、顧客との契約から生じる収益を主要製品及びサービスに分けて表示しています。

　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他
（注）

合計エンタープラ
イズ・ソフト
ウェア事業

デジタル・
マーケティ
ング運用支
援事業

EC事業 計

CRM 657,088 126,343 － 783,432 － 783,432

CMS 111,174 254,400 － 365,574 － 365,574

オンプレミス 176,494 － － 176,494 － 176,494

ベビー服 － － 61,124 61,124 － 61,124

その他 － － － － 1,545 1,545

顧客との契約から生じる
収益

944,757 380,743 61,124 1,386,624 1,545 1,388,171

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 944,757 380,743 61,124 1,386,624 1,545 1,388,171

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、オーダーメイド開発事業を含んでお

ります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 24円83銭 29円68銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額　　

（千円）
98,264 117,871

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
98,264 117,871

普通株式の期中平均株式数（株） 3,957,967 3,971,788

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 24円11銭 27円74銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額　

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 116,895 277,843

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

2020年６月26日定時株主

総会決議による第８回新

株予約権

新株予約権の数　1,995個

(普通株式　199,500株）

－

（注）１.当社は、株式付与ＥＳＯＰ信託を導入しており、信託が所有する当社株式については、四半期連結財務諸表に

おいて自己株式として表示しております。そのため、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に用いられた普通株式の期中平均株式数については、信託が所有する当社株式を

自己株式数に含めて算定しております。なお、信託が所有する当社株式の期中平均株式数は、前第２四半期連

結累計期間68,296株、当第２四半期連結累計期間77,750株であります。

 

（重要な後発事象）

 

　　　（自己株式の消却）

　当社は、2021年10月15日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき自己株式の消却を行うことにつ

いて決議し、自己株式の消却を実施いたしました。

　自己株式消却の内容

(1)　消却する株式の種類　　　当社普通株式

(2)　消却する株式の総数　　　53,800株（消却前の発行済株式総数に対する割合1.31％）

(3)　消却実施日　　　　　　　2021年10月29日

(4)　消却の理由　　　　　　　流通株式比率の上昇と資本効率の向上を目的として、使途の定まっていない自己株

式の消却を実施するものです。

(5)　消却後の発行済株式総数　4,065,884株

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年11月11日

株式会社WOW WORLD

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 井指　亮一

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 宮一　行男

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社WOW

WORLDの2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社WOW WORLD及び連結子会社の2021年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四

半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適

切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の

結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業と

して存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基

準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせ

る事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

　(注）　１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　 　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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